
流域治水プロジェクトの策定状況について（赤川）

（令和3年3月30日公表 赤川水系流域治水プロジェクト資料）

東北地方整備局 酒田河川国道事務所

参考４ｰ２
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鶴岡市

山 形 県

酒田市

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
〇氾濫域での対策
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進
・流域自治体との洪水対応演習
・講習会等によるマイ・タイムライン普及促進
・広域連携による避難体制の強化
・市町庁舎等防災拠点の機能確保
・水防拠点の拡張・増設
・水害リスク空白域の解消

■被害対象を減少させるための対策
〇氾濫域での対策
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）
・浸水リスクを考慮した立地適正化計画の展開
・家屋移転、かさ上げ補助制度の創設

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

河道掘削【国】

三川町
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山 形 県
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床止工改築【国】

熊出

赤川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～関係機関と地域が連携し、赤川沿川を水害から守る治水対策の推進～

○令和２年７月豪雨や令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、赤川水系において
は、地域の主産業（農業等）、上流部が急勾配であり急激な水位上昇が生じる地形特性を考慮し、河川整備に併せて、農業用施設の活用な
どの対策を組み合わせた流域治水の取り組みを実施していくことで、国管理区間では、赤川の堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生した
観測史上最大の 昭和１５年７月洪水と同規模の洪水を安全に流下させ、流域における浸水被害の軽減を図る。

凡例

河道掘削

堤防整備

浸水想定区域（昭和15年7月洪水と同規模想定）

大臣管理区間

雨水幹線の整備
【市・町】

湯尻川改修【県】
河道掘削等

矢引川改修【県】
河道掘削等

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
〇河川区域での対策
・河道掘削、堤防整備、床止工改築
〇集水域での対策
・砂防堰堤等の整備
・雨水幹線の整備
・利水ダム等５ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

（関係者：国、山形県、東北電力（株）など）
・森林整備、治山対策
・水田貯留
・下水道施設（処理場）の耐水化

水田貯留
【国・県・流域市町】

砂防堰堤等の整備
【国・県】

下水道施設の耐水化
【市】

森林整備・治山対策
【国・県】

浸水リスクを考慮した立地
適正化計画の見直し【市】

浸水リスクを考慮した立地
適正化計画の見直し【市】

要配慮者利用施設の避難
確保計画作成の促進【市】

要配慮者利用施設の避難
確保計画作成の促進【市】

自主防災組織の強化【町】

マイタイムライン
普及促進【町】

※対策事業の代表箇所を旗揚げしている。
※関係機関の取組内容については、

「位置図（詳細版）」P４及び「市町村の実情に応じた取り組み」P３４を参照下さい。

森林整備河道掘削

雪対策と連携した氾濫被害の軽減
（住居の高床式化）

流域自治体との洪水対応演習 マイタイムライン作成講習会

水田貯留
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赤川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～関係機関と地域が連携し、赤川沿川を水害から守る治水対策の推進～

●赤川では、本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進。
【短 期】 家屋浸水等での重大災害の発生を未然に防ぐため、堤防の整備や水位低下を目的とした河道掘削等を主に実施するともに、水田貯留や、

安全なまちづくりのための土地利用規制・誘導の推進や、住民の避難行動を促す河川情報の充実を図る。
【中 期】 流下能力不足解消のための河道掘削や、流下能力を阻害している床止め工の改築を実施するとともに、安全なまちづくりのための家屋移

転、かさ上げ補助制度の創設やタイムラインの詳細化、地域への参画など避難体制の強化を図る。
【中長期】 床止め工の改築を実施し、流域全体の安全度向上を図るとともに、安全なまちづくりのための立地適正化計画の

見直しや、ハザードマップの見直しなどにより、より安全なまちづくり及び確実な避難体制の構築を図る。

【ロードマップ】※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。 ※ ：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。
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■河川対策
全体事業費 約６０億円 ※1
対策内容 河道掘削、堤防整備、床止工改築 等

■砂防対策
全体事業費 約３８０億円 ※2
対策内容 砂防堰堤等の整備 等

■下水道対策
全体事業費 約６０億円 ※3
対策内容 雨水幹線の整備 等

※1：直轄及び各圏域の河川整備計画の残事業費を記載
※2：直轄砂防事業の残事業費を記載（地すべり対策については志津地区含む）
※3：各市町における下水道事業計画の残事業費を記載

【事業費（ R2年度以降の残事業費）】
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河川沿いの集落で浸水被害発生

赤川水系流域治水プロジェクト【効果】
～関係機関と地域が連携し、赤川沿川を水害から守る治水対策の推進～

現 在 短 期 中期鶴岡市街地などで浸水被害発生

河川沿いの集落で浸水被害発生

河道掘削により浸水被害が解消

河川沿いの集落で浸水被害発生

浸水被害が解消

中長期

酒田市 酒田市 酒田市 酒田市

三川町 三川町 三川町

三川町

鶴岡市 鶴岡市 鶴岡市 鶴岡市

※直轄管理区間において、昭和１５年
７月洪水と同規模の洪水が発生した場
合に、氾濫ブロックで被害最大となる
１箇所を堤防決壊させた場合の氾濫想
定範囲

●赤川では、本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進。
【短 期】 家屋浸水等での重大災害の発生を未然に防ぐため、堤防の整備や水位低下を目的とした河道掘削等を主に実施するともに、水田貯留や、

安全なまちづくりのための土地利用規制・誘導の推進や、住民の避難行動を促す河川情報の充実を図る。
【中 期】 流下能力不足解消のための河道掘削や、流下能力を阻害している床止め工の改築を実施するとともに、安全なまちづくりのための家屋移

転、かさ上げ補助制度の創設やタイムラインの詳細化、地域への参画など避難体制の強化を図る。
【中長期】 床止め工の改築を実施し、流域全体の安全度向上を図るとともに、安全なまちづくりのための立地適正化計画の

見直しや、ハザードマップの見直しなどにより、より安全なまちづくり及び確実な避難体制の構築を図る。
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【 効 果 】

※具体的な対策内容や効果については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
※効果発現は今後の事業進捗によって変更となる場合がある。4



赤川水系流域治水プロジェクト【位置図（詳細版１／２）】

山形県床止工改築【国】 三川町

河道掘削【国】

←

赤
川鶴岡市

湯尻川【県】堤防整備等

湯尻川

熊出

矢引川【県】河道掘削等

酒田市

雨水幹線整備【市・町】

戸沢村

庄内町

西川町

砂防事業【県：急傾斜】

河道掘削等の流下能力向上対策
河川管理施設長寿命化対策【国、県】

農業用施設整備（県営事業）
【鶴岡市、酒田市】

青竜寺川【県】堤防整備

青竜寺川

矢引川

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

月山ダム【国】

森林整備・治山対策
【東北森林管理局・県・森林整備センター】

浸水リスクを考慮した立地適正化計画の
策定・見直し【酒田市、鶴岡市】

防災拠点の整備検討【国、県、流域市町】

マイタイムラインの普及促進
【国、県、流域市町】

流域自治体との洪水対応演習
【国、県、流域市町】

広域連携による避難体制の強化
【流域市町】

要配慮者の民間宿泊施設への自主避難、
早期避難支援制度【酒田市】

土のうステーションの確保【三川町】

自主防災組織の強化【三川町】

民間企業と連携した避難体制の強化
【流域市町】

梵字川ダム（利）事前放流
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赤川水系流域治水プロジェクト【位置図（詳細版２／２）】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

鶴岡市

荒沢ダム【県】

大蔵村

庄内町

西川町

山形県

新潟県

砂防事業【国】

森林整備・治山対策
【東北森林管理局・県・森林整備センター】

月山ダム【国】

八久和ダム
【東北電力】

梵字川ダム（利）事前放流

八久和ダム（利）事前放流

新落合ダム（利）事前放流
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